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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第88期

第１四半期
連結累計期間

第89期
第１四半期
連結累計期間

第88期

会計期間
自 2021年４月１日
至 2021年６月30日

自 2022年４月１日
至 2022年６月30日

自 2021年４月１日
至 2022年３月31日

売上高 (千円) 989,288 1,096,632 4,861,295

経常利益又は経常損失(△) (千円) 9,681 △900 87,307

親会社株主に帰属する
四半期純利益
又は親会社株主に帰属する
四半期(当期)純損失(△) 

(千円) 6,573 △2,735 △192,391

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 2,764 1,827 △195,575

純資産額 (千円) 2,429,121 2,233,225 2,231,398

総資産額 (千円) 5,021,465 5,134,363 5,210,419

１株当たり四半期純利益又は
四半期(当期)純損失(△)

(円) 1.78 △0.74 △52.18

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) 1.77 ― ―

自己資本比率 (％) 48.1 43.3 42.6
 

(注) 1. 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２. 第89期第１四半期連結累計期間及び第88期の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜

在株式は存在するものの、１株当たり四半期(当期)純損失であるため、記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると

認識している主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要

な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。　

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

 

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、緩やかながら持ち直しの傾向がみられるものの、新型コロナ

ウイルス感染拡大の収束が見えず、中国による経済活動の抑制やウクライナ情勢の長期化が懸念され、非常に厳しい

状況が続いております。この状況の中、急激な円安もあり原材料やエネルギー価格の高騰が物価の高騰へと影響して

おり先行きが非常に不透明な状況にあります。

当社関連業界におきましては、新設住宅着工戸数は前年同期と比較すると緩やかな減少傾向にあり、物価高・新型

コロナウイルス感染拡大による建築の中断・遅延という不安材料があります。また、木材価格が高騰する「ウッド

ショック」と呼ばれる状況の中、ロシア・ウクライナ戦争によりロシア産木材の高騰も、世界的な木材の需給の逼迫

の要因となり、しばらくは前年と同様に低水準での推移が続くと予想されます。

こうした状況の中、コロナ禍に対応する商材として玄関でも設置できる手洗器(テアラシリーズ２機種)やマイクロ

ファインバブルを発生させる水栓金具３機種等の販売をしてまいりました。また、従業員の感染防止と安全に配慮し

ながら、「フロントスリム」トイレを中心とした『提案営業』と工場運営を進め、売上高につきましては、前年同期

と比較して10.9％増加しました。また、全社においては『業績を尊重する精神』を意識したコスト削減活動とコロナ

対策・働き方改革に伴う改善活動に取り組み、お客様との長期にわたる信頼関係を構築するため、メンテナンスサー

ビスの向上にも努めてまいりました。しかしながら、生産面では工場内の労働環境の改善、生産ラインの見直しと設

備の集約をおこない製造原価の低減に努めてまいりましたが、上記の市場環境による急激な原材料・エネルギーの値

上がり分を十分に吸収することができませんでした。

その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は1,096百万円(前年同期比107百万円増加)、営業損失は14百万円(前

年同期は営業損失４百万円)、経常損失は０百万円(前年同期は経常利益９百万円)、親会社株主に帰属する四半期純損

失は２百万円(前年同期は親会社株主に帰属する四半期純利益６百万円)となりました。

引き続きメーカーとして生産効率の向上、コスト削減に努めると共に商品価格を改定し、資材の物流遅延等による

売上機会を逃さぬよう、より一層の供給体制の強化に取り組んでまいります。

なお、当社は、衛生機器の製造・販売の単一セグメントであります。
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（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて、150百万円減少し2,504百万円となりました。主な内訳は、受取手形及

び売掛金の減少160百万円、電子記録債権の減少153百万円と製品の増加145百万円によるものです。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて、73百万円増加し2,629百万円となりました。主に、有形固定資産の増加

69百万円によるものです。

この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて76百万円減少し、5,134百万円となりました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて、89百万円減少し1,857百万円となりました。主な内訳は、支払手形及び

買掛金の減少77百万円、賞与引当金の減少38百万円、電子記録債務の減少31百万円と短期借入金の増加50百万円に

よるものです。

固定負債は、前連結会計年度に比べて、12百万円増加し、1,043百万円となりました。主な内訳は、リース債務の

増加17百万円、退職給付に係る負債の増加４百万円と長期借入金の減少10百万円によるものです。

この結果、負債合計は前連結会計年度に比べて77百万円減少し、2,901百万円となりました。

（純資産）

 純資産は、前連結会計年度末に比べて、１百万円増加し2,233百万円となりました。主な内訳は、その他有価証

券評価差額金の増加５百万円と利益剰余金の減少２百万円、退職給付に係る調整累計額の減少１百万円であり、自

己資本比率は43.3%となりました。

 

(2) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課

題はありません。

 

(3) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における研究開発活動の金額は、28,914千円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 14,600,000

計 14,600,000
 

 
② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2022年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2022年８月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 3,833,543 3,833,543
名古屋証券取引所

メイン市場

株主としての権利内容に制限
のない、標準となる株式であ
り、単元株式数は100株であ
ります。

計 3,833,543 3,833,543 ― ―
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2022年６月30日 ― 3,833,543 ― 1,000,000 ― 100,000
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(2022年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

   2022年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 45,300
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 3,782,900
 

37,829 ―

単元未満株式 普通株式 5,343
 

― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 3,833,543 ― ―

総株主の議決権 ― 37,829 ―
 

(注) １.「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式41株が含まれております。

２.「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、株式会社日本カストディ銀行(信託Ｅ口)が所有する当社株

式98,600株が含まれています。

 

② 【自己株式等】

  2022年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
ジャニス工業株式会社

愛知県常滑市唐崎町
２丁目88番地

45,300 ― 45,300 1.18

計 ― 45,300 ― 45,300 1.18
 

(注) 「株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）」の信託財産として、株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が所有する株

主名簿上の当社株式98,600株は、上記自己株式には含めておりません。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(2022年４月１日から2022年

６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(2022年４月１日から2022年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 310,249 305,044

  受取手形及び売掛金 719,669 558,673

  電子記録債権 771,846 618,750

  製品 504,253 649,756

  仕掛品 194,884 183,111

  原材料及び貯蔵品 130,931 154,762

  前渡金 23 3,134

  前払費用 12,267 16,488

  その他 10,330 14,715

  流動資産合計 2,654,457 2,504,437

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 364,112 365,247

   構築物（純額） 13,239 12,776

   機械及び装置（純額） 239,861 230,549

   車両運搬具（純額） 7 6

   工具、器具及び備品（純額） 23,716 20,033

   土地 1,438,350 1,438,350

   リース資産（純額） ― 17,577

   建設仮勘定 17,063 81,082

   有形固定資産合計 2,096,351 2,165,621

  無形固定資産   

   ソフトウエア 8,100 7,650

   無形固定資産合計 8,100 7,650

  投資その他の資産   

   投資有価証券 226,587 234,375

   出資金 141 141

   長期貸付金 11,800 11,500

   長期前払費用 5,472 5,262

   差入保証金 16,088 15,871

   投資不動産（純額） 172,645 172,232

   繰延税金資産 24,974 23,170

   長期未収入金 ※  235,999 ※  235,999

   その他 8,100 8,100

   貸倒引当金 ※  △250,299 ※  △249,999

   投資その他の資産合計 451,509 456,654

  固定資産合計 2,555,961 2,629,926

 資産合計 5,210,419 5,134,363
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 495,170 417,555

  電子記録債務 295,862 264,475

  短期借入金 750,000 800,000

  1年内返済予定の長期借入金 40,040 40,040

  リース債務 ― 2,494

  未払金 48,068 49,173

  未払費用 51,350 46,046

  未払法人税等 16,575 5,828

  未払消費税等 23,433 2,284

  前受金 4,136 4,136

  預り金 10,227 19,120

  設備関係支払手形 8,592 9,243

  設備関係電子記録債務 51,889 96,421

  賞与引当金 53,811 15,123

  製品保証引当金 97,990 85,010

  その他 383 623

  流動負債合計 1,947,530 1,857,579

 固定負債   

  長期借入金 154,880 144,870

  リース債務 ― 17,047

  再評価に係る繰延税金負債 338,978 338,978

  退職給付に係る負債 411,454 416,118

  資産除去債務 12,486 12,557

  長期未払金 1,289 1,289

  長期預り保証金 112,400 112,697

  固定負債合計 1,031,490 1,043,558

 負債合計 2,979,021 2,901,138

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,000,000 1,000,000

  資本剰余金 183,663 183,663

  利益剰余金 268,723 265,988

  自己株式 △111,749 △111,749

  株主資本合計 1,340,637 1,337,902

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 53,820 59,487

  土地再評価差額金 781,287 781,287

  退職給付に係る調整累計額 43,178 42,073

  その他の包括利益累計額合計 878,286 882,848

 新株予約権 12,474 12,474

 純資産合計 2,231,398 2,233,225

負債純資産合計 5,210,419 5,134,363
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

売上高 989,288 1,096,632

売上原価 753,621 866,312

売上総利益 235,667 230,320

販売費及び一般管理費 239,856 244,707

営業損失（△） △4,188 △14,387

営業外収益   

 受取利息 68 62

 受取配当金 2,581 3,005

 受取賃貸料 12,059 12,245

 その他 1,449 1,760

 営業外収益合計 16,158 17,073

営業外費用   

 支払利息 536 609

 賃貸費用 1,222 1,186

 支払手数料 115 970

 その他 413 820

 営業外費用合計 2,287 3,587

経常利益又は経常損失（△） 9,681 △900

特別利益   

 固定資産売却益 1,471 ―

 特別利益合計 1,471 ―

特別損失   

 固定資産除売却損 2,609 0

 特別損失合計 2,609 0

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

8,543 △900

法人税、住民税及び事業税 2,186 1,852

法人税等調整額 △216 △18

法人税等合計 1,970 1,834

四半期純利益又は四半期純損失（△） 6,573 △2,735

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

6,573 △2,735
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 6,573 △2,735

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △2,846 5,666

 退職給付に係る調整額 △961 △1,104

 その他の包括利益合計 △3,808 4,562

四半期包括利益 2,764 1,827

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 2,764 1,827
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

　

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

該当事項はありません。

　

(会計方針の変更等)

該当事項はありません。

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

法人税等の算定方法

 当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

※ 前連結会計年度(2022年３月31日)及び当第１四半期連結会計期間(2022年６月30日)

当社は、2020年4月3日に名古屋地方裁判所に対し、さつき株式会社を被告として、同社から仕入れた排水器具

を取付けて製造販売したトイレにおいて発生した漏水事故について同社に契約不適合があるとし、当社が同社に

対して請求を行っていた漏水事故対応費等の支払いを求める訴訟を提起し、2022年3月15日に第１審判決の言い渡

しがあり、当社の請求は棄却されましたが、当該判決を不服として2022年3月28日に名古屋高等裁判所に控訴を提

起しております。

当該訴訟請求金額等235,999千円については投資その他の資産の長期未収入金として計上しており、また、本判

決どおりに確定した場合に備え235,999千円の貸倒引当金を計上しております。

 
(四半期連結損益計算書関係)

該当事項はありません。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費は、次のとおりであります。　

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年６月30日)

減価償却費 27,020千円 31,363千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年６月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 
２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年６月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 
２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

 

(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(デリバティブ取引関係)

当社は、デリバティブ取引を利用していないため、該当事項はありません。

 

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

ジャニス工業株式会社(E01177)

四半期報告書

13/18



 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

   前第１四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年６月30日)

当社の事業は、衛生機器の製造・販売の単一セグメントであり、開示対象となるセグメントはありませんの

で、記載を省略しております。

 

   当第１四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年６月30日)

当社の事業は、衛生機器の製造・販売の単一セグメントであり、開示対象となるセグメントはありませんの

で、記載を省略しております。

 

(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、以下のとおりであります。
 

前第１四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年６月30日)

                                                (単位：千円)

 売上高

当社ブランド 411,939

OEMブランド 577,348

顧客との契約から生じる収益 989,288

その他の収益 ―

外部顧客への売上高 989,288
 

 

当第１四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年６月30日)

                                                (単位：千円)

 売上高

当社ブランド 483,310

OEMブランド 613,321

顧客との契約から生じる収益 1,096,632

その他の収益 ―

外部顧客への売上高 1,096,632
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半

期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。
 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年６月30日)

(1) １株当たり四半期純利益又は
   １株当たり四半期純損失(△)

１円78銭 △０円74銭

    (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益又は
親会社株主に帰属する四半期純損失(△)(千円)

6,573 △2,735

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益
又は親会社株主に帰属する四半期純損失(△)(千円)

6,573 △2,735

    普通株式の期中平均株式数(株) 3,683,002 3,689,602

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 １円77銭 ―

   (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(千円) ― ―

   普通株式増加数(株) 20,362 ―

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結
会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

(注) 当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するもの

の、１株当たり四半期純損失であるため、記載しておりません。

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2022年８月５日

ジャニス工業株式会社

取締役会 御中

有限責任 あずさ監査法人
 

 

名古屋事務所
 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 池 ヶ 谷         正  

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 齋   藤   英   喜  

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているジャニス工業株

式会社の2022年４月１日から2023年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2022年４月１日から2022

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ジャニス工業株式会社及び連結子会社の2022年６月30日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全て

の重要な点において認められなかった。
 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。
 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。 
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施さ

れる年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められない

かどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書に

おいて四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注

記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められてい

る。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企

業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財

務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信

じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講

じている場合はその内容について報告を行う。
 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 
 

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社(四半期報告書提出会社)が別途保管しております。

 ２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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